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午前九時〇〇分開議 

○議長（谷重幸君） おはようございます。ただいまの出席議員数は１０人です。定足数

に達していますので、これから本日の会議を開きます。 

 報告します。住民課、中村主幹は住民課窓口対応のため欠席です。 

 本日の日程はお手元に配付のとおりです。 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 一般質問の順序は、お手元に配付のとおりです。 

 １０番、鈴川議員の質問を許します。１０番、鈴川議員。 

○１０番（鈴川基次君） おはようございます。議長のお許しをいただきましたので、通

告に従い質問をさせていただきます。 

 県下初の女性町長という栄に浴された町長、現在は女性知事も存在し、女性の市長候補

もささやかれている時代ですが、これまで和歌山県には女性町長が誕生しておらず、県下

初という見出しで注目度を浴びて町長ともども美浜町が紹介されている好機です。お互い

に、町長、議員として切磋琢磨して、よりよい美浜町を目指し、その名を高め美浜町の充

実発展につなげていくことが私たちの責務であろうと思います。 

 今回、町長としての初議会で所信を表明されました。所信の一端ということで、まだま

だ就任間もなく具体的な政策面まで言及されていませんが、所々に女性町長らしさが盛り

込まれた所信と感じました。６月議会には政策的な肉づけ予算が上程され、そのベースと

なるのはやはり今回の所信であると思いますので、詳細を把握させてもらいたい上から何

点か質問をさせていただきます。 

 まず所信の中で、選挙期間中に掲げられた、「強く」「優しく」「美しい」まち美浜を

スローガンとして３つの柱を個別に説明されています。その中で、新たな取り組みという

か施策、願望として、何点か所信の中で言及されています。 

 それらを列挙しますと、１、介護予防と防災対策との連携、２、幼児・高齢者がともに

刺激し合えるサロンの実施、３、多世代交流・子育て交流・サロンの場としての地方創生

事業の活用、４、買い物・通院・通いの場への送迎サービス等の仕組みの実現、５、これ

は選挙公約にもなっていますが、高校生までの医療費無料化、６、新生児の聴覚検査の補

助、７、子どもの口腔ケア、８、女性リーダー町づくり隊、９、女性の消防団員。 

 上記の取り組みや施策事業が新しく所信に組み入れた経緯と、それらの内容についても

う少し詳しく説明してもらえればと思います。もし所信の中で説明しているのが全てで、

それ以上の内容は今後検討するということであれば、それはそれで結構です。 

 次に、所信で表明された、新規だけではなく全ての取り組み、施策を実現するためには

相当な予算が必要であり、当然優先順位という問題になってくることと思います。所信の

中で、住民の皆様からこの４年間、籔内に託して幸せだったと言ってもらえるように誠心

誠意努めてまいりますとありますが、まず、本年スタートの年として、この取り組みはぜ

ひ予算化したいと現時点で考えている優先順位の高い取り組みは何ですか。 
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 次、３点目、まずは職員としっかりコミュニケーションをとり、職員の母として、時に

は厳しく、時には優しく、ともに住民サービスの向上に一生懸命取り組んでまいりますと

あります。この職員とのコミュニケーション云々は、町長が今回、町長選挙出馬に至った

本丸一丁目一番地の課題であろうと推察します。職員とのコミュニケーションの必要性を

誰よりも感じていることと思いますが、どのような方法で思いで実践していくのか、お伺

いします。 

 最後に、所信には触れられていませんが、副町長人事は町民にとって大きな関心事であ

ることは言うまでもありません。先日の初登庁時にも取材を受け、周囲と相談しながらで

きるだけ早く決定したいと答えています。 

 そこで、お伺いしますが、前例からして県職のＯＢ、現職員、役場庁舎内から、また民

間人と選択肢はいろいろと考えられますが、そういった経験値とあわせて、その人の人間

性ということも選考の大きな要素だと私は考えます。町長として今後４年間、自身の片腕

と期待する副町長の人物像はどういった資質や人間性の人が適任だとお考えですか。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） おはようございます。 

 鈴川議員の町長の所信表明と新体制についてというご質問で、１番目の、今回、新たな

取り組み・施策について、その経緯とその内容をもう少し詳細にというご質問で９つにつ

いてお答えいたします。昨日と同じ答弁もあると思います。 

 まずは①介護予防事業と防災対策との連携につきましては、私が所信表明で述べさせて

いただいたとおりで、高齢者の方がいきいき百歳体操等の介護予防の取り組みを続けるこ

とで筋力や体力をつけ、災害時の避難行動でも介助を必要とせず、みずから避難できるよ

うになればという考えからでございます。 

 ②幼児・高齢者がともに刺激し合えるサロンの実施につきましては、例えばそれぞれの

地域の集会所等において、地域の子どもと老人クラブ等の高齢者の方が交流する機会を持

つことで、子どもにとっては育ちを支援し、人に対する親しみや感謝の気持ちを育む上で

重要な機会となると考えてございます。 

 高齢者にとっても、高齢者ならではの知恵を伝える機会となり、役割ができると生き生

きと生活していくということに結びつきます。また、子どもとかかわることはよい刺激と

なり、子どもの元気な声は、高齢者にも活力を与えることが期待できると思ってございま

す。 

 また、近隣市町等の事例も聞きながら、良策を見出せればと思ってございます。 

 ③の多世代交流・子育て交流・サロンの場として、地方創生事業の活用につきましては、

地方創生を活用しての多世代や子育て交流につきましては、現在、吉原の多目的室、産品

棟、周辺の保安林内で、協議会主催の催しやＳＮＳでのつながりで、多くの子育て世代が

集まり交流が行われております。また、多世代交流につきましても、今後これも一般社団
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法人が主催になりますが、多世代グラウンドゴルフ大会や自然に親しむ交流が行われる予

定となっているようです。まちとしてもできる限り協力し、今後もそういった交流がふえ

てくれればと願っております。 

 ④買い物・通院・通いの場への送迎サービス等の仕組みの実現につきましては、例えば、

社会福祉協議会がデイサービスの空き時間帯を活用して、社協が所有するデイサービスの

送迎用車両等を利用して、買い物・通院・通いの場への送迎をするといった仕組みを検討

するということでございます。 

 ⑤これは選挙公約にもなった高校生までの医療費無料化につきましては、多くの保護者

の方々からのお声をいただいております。平成３０年１０月１日現在、県内の状況は、

３０市町村中１８歳までが１２市町村の状況でございます。近隣の市町では１８歳までの

無料化が進んでいるところでございます。私といたしましては前向きに検討していきたい

と考えてございます。 

 ⑥新生児の聴覚検査の補助につきましては、新生児の聴覚検査の実施により聴覚機能の

早期確認、早期対応を行うことが音声言語発達等への影響を最小限に抑えられることから、

全ての新生児を対象に実施することが重要であるとされており、検査費用の一部を助成す

るものでございます。 

 ⑦子どもの口腔ケアにつきましては、乳幼児健診時におきまして、歯科医師による診察

と歯科衛生士によるブラッシング指導を行い、虫歯予防に努めていますが、新規事業とい

たしまして、２歳児健診時にフッ化物塗布を実施していきます。また、和田小学校では、

希望者が週に１回フッ化物洗口を実施していますが、松原小学校におきましても実施して

いきたいと考えてございます。 

 ⑧女性リーダー町づくり隊につきましては、まず時間ができれば女性が集うようなとこ

ろへみずからがお邪魔をし、お話を聞く、その中から町づくりのヒントがあれば、そうい

う人たちに集まっていただき、座談会的なものができればいいなと考えているところでご

ざいます。町づくり懇談会的な委員会で委員を委嘱してではなく、ざっくばらんに意見交

換ができる、そんな集まりができればと思ってございます。 

 ⑨女性の消防団員につきましては、現在、和歌山県内３０市町村のうちの半数以上の

１７市町村で総勢２９５名の女性が地域の消防団員として活躍されています。事務組合な

どの消防署員を含めると３１６名に上ります。 

 本町でも二、三年前から消防団幹部会においても女性消防団員について議題に上がって

いると伺っておりますし、消防庁や県危機管理・消防課からも、女性や若者の消防団員の

募集についての通達も届いております。県内の女性消防団員の活動を私自身調べましたと

ころ、主に広報活動や救急救命講習の講師、火災発生時の後方支援（現場の交通整理）な

どを行っております。私といたしましては、あらゆる場面での女性活躍の推進を後押しで

きる方策の一部として、女性消防団員が誕生してくれることを願っております。 

 ２番目の、所信の中で本年度から予算化して取り組んでいきたい優先順位の高い施策は
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何かについてお答えいたします。 

 皆様のご期待に沿えるよう全てのことを予算化していきたい気持ちでございますが、財

政厳しい折、各担当課長とも議論を交わし、ほかの事業の見直し等も含め進めてまいりた

いと思っておるところでございます。 

 ３番目の職員としっかりコミュニケーションをとるためにはどのような方法で、思いで、

実践していくのかについてお答えいたします。 

 仕事をするのはやはり職員ですので、課長時代からも同じですが、職員としっかり信頼

関係を持つことが１番だと思っております。まずはおごることなく、当たり前のことです

が、すばらしいことや結果が出れば職員をたたえ、失敗すればトップが責任をとること、

また職員を守ることで本当のリーダーになれればという思いでやってきましたので、その

姿勢を貫いていくことです。 

 そして、以前、議員が成人式で新成人に贈った言葉、「実るほどこうべの垂れる稲穂か

な」「情けは人のためにならず」この言葉を忘れずにいることだと思っております。 

 ４番目の副町長人事について、その経験値とあわせてどういった資質や人間性の人が適

任とお考えかについてお答えいたします。 

 昨日の北村議員に対しての答弁と同じになりますが、私といたしましては、国や県との

パイプを担っていただき、また、どんな仕事にも精通し、職員にアドバイスをしてもらえ

る、町民の皆様に喜んでもらえるような人柄のよい副町長を選任できたらと願っていると

ころでございます。しかし、相手もいることですし、私１人ではどうすることもできませ

ん。議員の皆様にもご承認いただかなければなりませんので、その節はどうぞよろしくお

願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） １０番、鈴川議員。 

○１０番（鈴川基次君） 新施策の９点について、丁寧にご答弁いただきましてありがと

うございました。 

 町長は、役場の一職員として、これまで長きにわたり町政にかかわってこられた経験を

通して、こういうまちにしたい、また町民の幸せのために、こういう取り組みや施策をや

りたいという熱い思いが詰まった所信であろうと私は感じています。今後、限られた予算

の中で最大の効果を発揮するために具体的にどのような方法で、手法で実践していくのか

は、住民や職員、また議会の意見を聞きながら進めていきたいということですので、それ

を見守り、また期待もしていきたいと思います。 

 そこで、昨日から同僚議員も私と同じような趣旨の質問をして、質問に対する町長の答

弁、そして今の私への答弁から、町長の現時点でのお考えをかいま見ることができました

ので、私の考えとあわせて何点か質問をさせていただきます。 

 まず、町長の所信の中で、私も今の美浜町の現状を見たときに重点施策として取り組ん

でもらいたい、それも早急に取り組んでもらいたいという施策が何点かあります。 

 まずは、介護予防ということであります。 
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 常々言っていることですが、平均寿命が延びても健康寿命が伸びなければ何の幸せにも

つながりません。逆に医療費や介護費が上がっていくだけで、まちにとっても、また本人

にとっても大変つらいことであります。現在、幸いにも百歳いきいき体操という体制が全

町に浸透しておりますので、これを今後、継続・充実させて、健康長寿のまちと言われる

ように頑張っていただきたい。 

 次に、買い物・通院・通いの場としての送迎サービス等の仕組みの実現です。 

 この問題に関しては、これまでも議会でもたびたび取り上げられ、路線バスを運営して

いる会社等にも改善を申し出たと聞きますがなかなか難しいようであります。 

 今回、町長の所信の中で社協との連携という一つの具体的な案が示されました。もし社

協でそれを担ってもらえるのならありがたいことですが、移動手段の不便さの解消は、こ

れは町長のみならず我々議員もたびたび住民から指摘されることであり、町内共通の課題

であるということだと思います。 

 次に、これは町長の所信の中に、子育てするなら美浜町でと言われるようなまちになる

ように努力したいと。これは美浜町が目指す町づくりの一つの方向性ではなかろうかと私

は思います。今後、美浜町の人口減少ということを本気で解決していきたいと考えるなら

ば、子育て支援と教育の充実は、子育て層を美浜町へ呼び込む大きな手だてになるに違い

ないと考えます。 

 これら３つ、私自身にとって重点項目を早急にしていただきたいという願いを持って、

町長の考えを、２点目に全ての所信の中で、まず何が重要か、ことし何をやりたいかとい

う中で具体的に示されていませんので、まずそういったことから始めていただきたいとい

う願いも込めて町長のお考えを聞きたいと思います。 

 それともう１点、これらの町長の所信にある事業を進めていくためには、各課の連携、

町長部局、教育委員会部局合わせての連携協力ということが何よりも望まれることだと思

います。子育てするなら美浜町を目指すのであれば、これも教育委員会と、教育の充実を

させるためには教育委員会との連携も必要だろうと思います。よく行政は縦割りであると

言われる中で、こういった重要な施策を進めていく上で、町長部局の中の連携、また町長

部局と教育委員会の連携ということは今後重要になってくるかと思いますので、そこのあ

たり町長としての考えがあればお聞きしたいと思います。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） 鈴川議員にお答えいたします。抜けているところがあればまた

指摘してください。 

 まず、介護予防の関係で健康寿命が伸びなければということでございますが、本当に医

療費にもつながることでございますので、このいきいき百歳体操をもとに、またこれにサ

ロンをひっつけるとか、そういう高齢者の居場所づくりというのが大変重要になってくる

かと思いますので、そういうところへもつなげていけたらなという思いはあります。 

 それと移動手段の関係も、まずは社会福祉協議会との連携でそういうところも社会福祉
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協議会がやっているというところもあると聞いてございます。それを、また研究していた

だいて、地域福祉包括的支援体制づくりにおける必要なパートナーであるとも、社会福祉

協議会とは考えておりますので、社会福祉協議会にも研究いただいて、そういうことが実

現できればという思いでございます。 

 子育てするなら美浜町でということなんですけれども、お金を皆さんに補助するという

ことも、それは大切なことだと思うんですけれども、私としては保護者、母親と心でつな

がっていけたらなと思ってございますので、そういう方が相談しやすい役場、そういうこ

とも目指していきたいなと考えております。 

 まず何をやりたいかということなんですけれども、本当に皆さんのご希望に沿えるよう

やりたいという気持ちはありますが、やはり財政事情もございますので、各課の課長とも

相談しながら進めてまいりたいと思っております。 

 それで各課の連携ということでございますが、まずは私と職員とのコミュニケーション

をとって、それからまた横のつながりということも大事でございますので、そういうふう

に、鈴川議員が言われるように進めていけたらなという思いは持ってございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） １０番、鈴川議員。 

○１０番（鈴川基次君） 何分町長になられてまだ１カ月たつか、たたんかですので、今

後いろいろとそうした具体が見えてくる中で、私自身も提言もさせていただき、また思う

ことがあれば言わせてもらいたいと思います。 

 それで最後に、これは質問ではないんですけれども、要望としてお聞きいただければい

いと思うんですけども、昨日の一般質問の町長の答弁の中で町長は、子育て支援の中で近

隣市町にはない施策を考えているのかという問いに対して、これ龍神議員でしたかね、

「出生届を提出された方々に対して、私からお祝いの手紙をお送りしたいと考えていま

す」と答弁されています。また、お金だけの支援ではなく、心をつないでいくことを大切

にしたいとも答弁されました。私はこれらの発言、言葉には大変心に響きました。物やお

金の支援というのは、これは限界があるわけですけれども、心の支援というのは、これは

限界がなく無限であると思います。子どもが生まれたら、町長さんからお祝いの手紙が届

いたよ。それも直筆で。私はお親御さんも大変喜ぶと思います。 

 それからもう１点、職員とのコミュニケーションをとるためにということで、その質問

に対して、町長は、「当たり前のことですが、すばらしいことや結果が出れば職員をたた

え、失敗すればトップが責任をとること、また職員を守ることで本当のリーダーになれれ

ばという思いでやってきましたので、その姿勢を貫いていくことです」と、課長時代こう

いう姿勢で、思いでやってきたということでしょうが、成功すれば職員のせいやと、失敗

したら私が責任とると、これはもう本当に指導者として、リーダーとしての理想の姿だと

僕は思います。これはなかなか普通のことではできない。言葉ではみんなのおかげででき

たよと言えるかもしれませんけれども、本心からそう思っているかどうか、言葉だけじゃ
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なしにね、それはやはり職員、はたにいてる職員が、町長本心からこう言っているんや、

いや言葉だけやということは、はたにおるとわかると思います。本心からやっぱりそうい

うリーダー、今まで課長でしたから課員だけですけれども、今後はもう町全体の責任者で

すから、そういう思い、当然といいますか、なかなか僕は難しいことだと思います。本心

からそう思えるのは。 

 だから、きのうの町長の答弁を聞かせていただいて、まだ就任間もない中で、何とか自

分の言葉で自分の思いを伝えたいという思いを、私自身も伝わってきました。また職員も

いろいろと感じていることと思います。これから今後いろいろ町長は限られた、失礼な言

い方ですけれども限られた職場でしか経験してない中で、いろいろと職員の力をかりなけ

ればならない、また答弁にしても、自分ではできない答弁も出てくることだと思うんです

けれども、町長の今のそういう、成功したら職員のおかげや、失敗は私が責任をとると、

そういう気持ちがある限り、私は職員が必死になって町長を支えてくれるものと思います

ので、どうかこれからコミュニケーションということを大事にして頑張っていただきたい

と。これが私の一つの要望といいますか、思いをお伝えさせていただいて終えさせてもら

います。 

○議長（谷重幸君） しばらく休憩します。再開は９時４５分です。 

午前九時三十二分休憩 

   ―――・――― 

午前九時四十五分再開 

○議長（谷重幸君） 再開します。 

 ９番、繁田議員の質問を許します。９番、繁田議員。 

○９番（繁田拓治君） それでは、議長のお許しを得ましたので、通告に従い一般質問を

行います。 

 ふるさと納税について。 

 ２００８年、平成２０年にスタートとしたふるさと納税制度、ことしで１１年目を迎え

ます。画期的なこの制度は話題を呼び、２０１３年、平成２５年には寄附によって税金の

控除を受けた人が１０万人を超え、自治体への寄附額は１４０億円以上に上り、年々増加

傾向にあり、２０１７年度には３，６５３億円に達したと言われています。 

 もともと収入が少ない地方の自治体に、寄附を通じて税の細分化を図るという趣旨で始

まった制度であり、この制度では、本来は自治体に入るお金の半分以上は、実は個人に還

元されている自治体もある。ここちょっと抜けておりました。どの自治体でもお金が足り

ないと言っている中で、これでいいのか疑問である。自治体への収入が漏れてしまってい

る。以前にも何回か質問をしましたが、ふるさと納税と言うが、本当はその自治体への寄

附であります。本来住んでいる自治体に税金を払う義務がある。ふるさと納税は、払う義

務のない自治体に自由な意思でお金を払う、寄附をするということになります。自治体と

しては、選んでもらうために、いい返礼品、お礼の品を出して選んでもらうようにする。
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だから返礼品合戦になり、過熱状態になってくる。自治体からすれば、住民でない人から

寄附を受けるわけだから、少しでも寄附してもらうように返礼率のアップにつなげていく。

幾ら返礼をしようと自治体の勝手じゃないかということで、返礼品合戦になっている。寄

付する個人からすれば、この制度ができるまでは住んでいる自治体に納税していたものが、

この制度ができて、自由にどこの自治体にでも納税（寄附）することができる。税金の納

め先を一部シフトすることになる。納税者個人の負担にならないで返礼品がもらえる。こ

の制度を利用するには、２千円の負担をすれば返礼品がもらえる。こんなお得な制度はな

い。 

 だったら、この制度を見直す必要はないと思われるが、一方で得をする人が出れば、一

方で損をする人が出てくる。世の中にうまい話ばかりではない。損をするのは誰か。寄附

をする人が住んでいる自治体ということになる。他の自治体にふるさと納税をすればする

ほど、その人が住んでいる自治体の税金がどんどん流出することになる。東京、千葉、埼

玉、神奈川の１都３県で税の減収分は、昨年度だけで１，１７０億円にもなったと言われ

ています。住民サービスに影響が出始めているという。他の自治体から寄附をもらうため

に頑張っている自治体が多いと思われるが、限度がある。 

 総務省は返礼品合戦の自粛を求め、３割以下にするよう求めており、違反をした自治体

はこの制度から除外するとしている。 

 収支についていま一度検討を加える時期に来ているのではないか。納税という行為を喜

んでやるというのは、ふるさと納税初めて気づいたところでもある。税を納めるというの

はどうあるべきことなのか。考えてみる必要があるのではなかろうか。災害時、災害地に

返礼品は要らないので、寄附をする。こういったこそこそ、ふるさと納税の原点ではなか

ろうか。 

 そのようなことをもとに、次の質問をします。 

 １つ目、ふるさと納税が導入されない場合の税収及び他の自治体に納税（寄附）した金

額と件数は。 

 ２つ目、ふるさと納税で得た寄附額（返礼品、手数料等を差し引いた額）と件数は。 

 ３つ目、返礼額と手数料は、返礼品は寄附額の何％か。 

 ４つ目、返礼品の出展業者数と品目数及び上位ランクは。 

 以上、よろしくご回答いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） 繁田議員のふるさと納税について、４点お答えいたします。 

 まず１番目、ふるさと納税が導入されない場合の税収及び他の自治体に納税（寄附）し

た金額と件数はについてお答えいたします。 

 直近の平成３０年度課税分について、ふるさと納税として他の自治体に納税した人数は

６０名で、寄附額は５，２２９千円でございます。ふるさと納税をしなければ、実際に町

税として収納される金額は２，３４７千円でございます。 
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 ２点目、ふるさと納税で得た寄附額についてでございますが、３月１４日現在の寄附額

は４３，３１８千円、返礼品及び事務手数料は２２，３８１千円、差し引きした実質の税

収は２０，９３７千円となります。寄附申し出件数は２，０３２件となってございます。

昨年度の寄附額は１５，４１７千円、返礼品及び事務手数料は１０，５９４千円、差し引

きした実質の税収は４，８２３千円であり、比較いたしますと、本年度については大きく

増加しております。 

 ３点目、返礼額と手数料は、返礼品は寄附額の何％かについてお答えいたします。返礼

額と手数料につきましては、返礼品は寄附額の３０％、送料を含む手数料は約２５％と

なってございます。仮に当町に１０千円の寄附をいただくと、返礼品が３千円、送料を含

む事務手数料が２，５００円、実質の税収が４，５００円となります。 

 ４点目、返礼品の出展業者数と品目数、及び上位ランクはについてお答えいたします。

３月１４日現在、受け付けを行っている事業者返礼品では、１１事業者、１３２品目。上

位ランクの返礼品につきましては、１２月末現在におきましては、１位うめどり、２位ミ

カン、３位桃、４位しらすとなってございます。なお、今後も引き続き事業者及び返礼品

のより一層の充実を図り、寄附額の増加に取り組んでいきたいと考えてございます。 

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。 

○９番（繁田拓治君） ありがとうございます。今、町長のほうから説明いただいたんで

すけれども、先日、この回答書というのを私の手元に送っていただきました。それと中身

がかなり変更しているかな、ちゃんとよう聞き取らなかったんだけれども、数字、もしそ

んな場合やったら、今気づいたんですけれども、再度答弁者にその変更したところをいた

だけたらありがたい。 

 そうしたことで、再質問に入らせていただきます。２回しかあとできませんので、何点

かまとめてさせていただきますので、よろしくお願いします。 

 まず、今の回答書の確認でありますけれども、まず、ふるさと納税が納税されない場合

の税収及び自治体にいただいた寄附金とかいろいろ言うんですけれども、この３０年度に

つきましては、美浜町から他市町に寄附をした人は６０名であるということですね。その

企業金額は５，２２９千円である。しかし、ふるさと納税という制度がなかったら、実際

は今までどおりであると２，３４７千円が税収として収納される、こういうことですね。

そして今度は、美浜町民が外へした人数が６０名でしたのですが、逆に美浜町に寄附をい

ただいた人は２，０３２名ということになります。金額については、２０，９３７千円の

利益が上がっておると、実質。しかし、美浜町から外へ出たのが２，３４７千円ですので、

差し引いたら１８，５９０千円の実質の収入であると、こういうことになりますね。この

３０年度の予算の町税５億９６，７５２千円もあるんですけれども、町民税とか固定資産

とか軽自動車、たばことか。その税収でそれだけ１８，５９０千プラスになっておるとい

うことだと思います。 

 それで、この２，０３２件の方が他市町から美浜町へ寄附をいただいておるんですけれ
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ども、大体どこの自治体からの寄附が多いかというのを、わかればあとでお答えください。 

 それと、次の返礼品と手数料、これは返礼品は寄附額の３０％、総務省が言うてるやつ

ですね、３０％にしておると。それで送料とか手数料を含んだものについては２５％、で

すから５５％いってるわけですね。だから４５％が実収入ということになると思います。 

 それと、そこで、近隣町でもいろいろあるんですけれども、一番調べてみると少ないの

は、この１０年間、ふるさと納税を得た制度が始まって、１０年間で１０，０００千円の

収入しかないというところも近隣町ではあるようです。それでその中から返礼品を１割、

１０％ぐらい払っておると。これはネットとか楽天とか、そういうふうなものを使わずに

やっているということです。だから、我が町はかなり収入を得ておるということになりま

す。 

 そして返礼品の出展業者、１１事業者とあるんですけれども、地元業者はどのぐらい

入っておるんかなという、多いほどええと思うんですけれども、こういう制度をやるにつ

いては。それで上位ランクを見ても、うめどりとかミカン、桃というのは、うちの地場産

品ではないんやけれども、うまいことそこらやってくれているなと思います。 

 ちなみに御坊市は３４業者あると、２８７品目あるというふうに言われています。うち

は１１事業者ですから。御坊市は商売人も多いし、なんですから３３倍もあるんでしょう

けれども。それで御坊のほうは、上位ランクはフルーツセットやと。その次に２番目が蜂

蜜の梅干し、３番目は梅干しやけど、白漬けというか、そういうものらしいです。 

 参考までですけれども、都道府県別の寄附額を見てみますと、都道府県別ですから、１

番寄附額の多いのは北海道らしいです。３６５億円。２番目は佐賀県３１５億円。３番目

宮崎県２４９億円。それで大阪につきましては、大阪府は多いように思いますけれども

２００億７０，０００千ということです。５番目らしいです。和歌山県は全体で１２位、

１０３億５０，０００千円と言われております。全国で寄附額は３，６５３億円、これは

２９年度ですから、もっと今はふえておると思います。この中でも泉佐野市とか、特別各

市町村別に分けると物すごく利益を上げておるというか、異常なところもあるそうですけ

れども。それと別に、今度は納税で減額されて、ようけ出ているところでやっぱり１番多

いのは世田谷区らしいです。２９年度４１億、３０年度で５３億円に達するであろうと言

われております。 

 こういったことをもとにして、質問をさせていただきたいと思います。何点かあります

ので固めていきたいと思います。 

 まず、この返礼品とは、形を変えての減税であります。本来公共サービス等の税金とし

て入っていくものが、その人には返礼品として還元されるわけで、減税であると思います。

それで金持ちの人ほど税金が多いんですから、金持ち優遇措置であるというふうなことが

言われております。たくさん減税されるから。今、社会保障にしても教育にしても福祉に

しても、みんなお金がなくて、国や地方がピーピー言っている中で、特定の個人に、お金

持ちにたくさん減税するというのを認めるのかということも言われております。税とはど
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うあるべきものか、いま一度考えてみる必要があると思います。これについて町長の見解

をお願いします。 

 それと次、寄附金が幾ら集まったと喜んでいるのも、まちには収入減が少ないから悪い

ことではないと思いますが、趣旨について真剣に考えてみてはと思います。こういった趣

旨についても意見を伺いたいと思います。 

 それから、そもそもふるさと納税という制度は、自分のふるさととか災害に遭った自治

体に、自分が納税しなければいけない自治体のお金をそちらに振り向けて、少しでも応援

しよう、助けようという目的で始まった制度であります。決して税金を使っていいものを

もらおう、いい目をしようという制度ではありません。大事な原点を考える必要があると

いう意見も多いと思います。応援したい自治体、困っている自治体を助けるためにできた

制度であるので、こういったことでも議論が必要と考えますが、いかがですか。 

 このような事態になった以上、国として明確な基準とか根拠とかルールとか、ガイドラ

インを示していく必要があるのではないかといろいろ考えておったんですけれども、昨年

末に行った調査では、返礼品３０％の決まりを守っていない自治体は２２１減って２５に

なった。地場産品でない返礼品を送っている自治体は１１７減って７３あるとされており

ます。総務省はこういった制度を改める方針を示したことで、多くの自治体が返礼品を見

直したことが伺えます。２つの項目を守っていない自治体は総務省のほうで、泉佐野市や

多賀城市や新潟の三条市など、７つあったと名指しで批判をしております。こういったこ

とについて、この制度について町長としての思いもあわせてお聞かせいただけたらと思い

ますので、よろしくお願いします。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） 繁田議員にお答えいたします。 

 この制度についての思いということでも答弁させていただきますが、やはりこの制度が

ある限り、私どもの美浜町としましても財政厳しい折、やはりある限りは進めていきたい

と考えておるところでございます。その一言でございます。 

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。 

○総務政策課長兼健康推進課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 まず、どこの自治体からの寄附が多いのかというところでの回答でございます。１２月

末現在の件数でいきますと、１，５０６件ございます。１位が東京都４０３件、２７％で

す。２位が神奈川県１７３件、１１％。同じく２位が大阪府で、同件数で１１％でござい

ます。４位が愛知県１０１件、７％でございます。５位が兵庫県９３件、６％となってお

ります。 

 続いて、返礼業者１１業者のうち地元はというご質問ですけれども、町内が８件ござい

ます。１１業者中８件です。残りが町外ということで３件なんですが、この３件につきま

しては美浜町の商品を出品してくれているところでもございます。 

 続いて、ふるさと納税の見直し等々についてですけれども、今現在国のほうにおきまし
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て、地方税法等の一部改正が審議中となっているところでございます。それが可決された

場合なんですけれども、ふるさと納税の見直しが行われます。その対象となるのが、返礼

品の返礼割合を３割以下とすること。２点目が返礼品を地元産品とすること。この２点の

みがふるさと納税の対象となるということで、国のほうで地方税法等の一部改正について

審議中というところでございます。この分につきましては、平成３１年６月１日からの施

行となっているところでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。 

○９番（繁田拓治君） こういったことについて、なぜ質問するかといいますと、３月

１３日付の地方紙に、日高郡の町村会の定例会が１１日にあったと。政府要望１０項目承

認という記事の中に、我がまちから要望事項として幾つかあるんですが、その中にふるさ

と納税の返礼に係る地場産品の定義をより広義にという記事が載っておりました。それで

質問させてもらったんですけれども、これはどういうことであるか説明していただきたい

と思います。 

 僕は最後ですので、まとめてまたいきます。 

 今までの寄附金の使途についてお聞かせください。それから、町長さんも変わりました

ので、今年度の寄附金の収益金の使途について、これからですけれども、どうしようと決

めておりますか。寄附金について、ただ一般会計に放り込んでしまうというのではなくて、

私としては基金として積み立てておいたらどうかと思うんですけれども、その基金の使途

ですけれども、特別何かの事業や建設費に使うとか、地方創生事業のこれから行っていく

補助に使うとか、何か目的を決めておいてそこへ使っておくと。金額は大体予想つくと思

いますので、使途を明確にしておくというのも必要でないかと思われます。というのは、

寄附をする側からすると、目的があったほうが寄附をしやすいというか、そういうことも

ありますので、町長が今言われております高校までの医療費の無料化について、こんなや

つも、金額的には３，０００千円、年にもよりますけれども、３，０００千円前後ぐらい

あれば賄われるんじゃないかと思いますけれども。このふるさと納税からこういうものを

引くというのも、適切でないような気もするんですけれども、そこら辺も含めて、医療費

無料化、いろいろ問題あろうかと思いますが、メリットもあろうし、デメリットもいろい

ろとあろうかと思いますけれども、そこら辺も兼ねて考えていただけたらと思います。そ

れについても、お答えできる範囲でお答えください。 

 それと最後ですが、もう一つ、寄附をいただいた方には礼状を送ると思いますけれども、

それよりも町民で他市町にふるさと納税をしない、寄附をしないで、従来どおりに我がま

ちに納税してくれている方々にもお礼を言わなあかんのと違うかな。礼状を出せというの

はちょっとお金もかかりますし、ですから広報か何かにでも掲載してお礼を言うというの

も一つの方法じゃないかと。普通やったら、よそにいったらいろいろ返礼品ももらえてう

れしいと思うんですけれども、我がまちに税金を納税してくれている方にもありがたく納
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税をしていただくという気持ちが必要かと思うんですけれども、そこら辺も兼ねて、最後

よろしくお願いします。 

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。 

○総務政策課長兼健康推進課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 美浜町のほうから町村会のほうに要望した件についてですが、要望内容につきましては、

返礼品の地域の実情に応じてさまざまな形態があることから、地場産品については県内・

郡内とするなど、より広義にお願いしますということで、要望のほうをさせていただいて

いるところでございます。この理由といたしまして、純粋な美浜町の返礼品というのが、

数のほうが非常に少ない状況ですというところもありまして、今現在の美浜町の返礼品に

つきましても、日高管内の返礼品が多くございます。そういったことから、広義に広げて

ほしいということでの要望をさせていただいているところでございます。 

 寄附金の使途を特定財源にしたらどうかというご質問ですけれども、３月１４日現在の

実質的な収入は約２０，０００千円でございます。それを特定財源扱いにすると非常に使

い勝手が悪いのが現状でございます。しかし、今後もそういった寄附金がふえるというこ

とであれば、そういったことも考えていきたいと思っているところでございます。 

 ３点目の我がまちに税金を納めてくれている方に対して、広報とかそういうのをしたら

どうかということですけれども、今のところそういったことは考えてはございません。 

 以上でございます。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） 繁田議員にお答えいたします。 

 ふるさと納税が億という、そういう金額になってきましたら、本当に特定財源にという

ことも考えられますが、今のところはやはりこの財政厳しい折、一般財源でという形に

なってくるかと考えております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） しばらく休憩します。 

 再開は１０時３５分です。 

午前十時二十二分休憩 

   ―――・――― 

午前十時三十五分再開 

○議長（谷重幸君） 再開します。 

 ８番、森本議員の質問を許します。８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） ８番、森本です。 

 ２０１９年３月美浜町議会定例会において議長の許可を得ましたので、通告に従って一

般質問をさせていただきます。 

 まず、２月の美浜町議会議員選挙におきまして町民の皆様の支持をいただき、この場に

立たせていただいたことに感謝御礼申し上げます。ありがとうございました。町民の皆様



平成３１年美浜町議会第１回定例会（第３日） 

 

75 

 

の声が届けられるよう頑張らせていただきます。 

 このたびの選挙で当選を果たされました籔内氏の町長就任をお祝い申し上げます。住民

の声を大切にし、生き生き働ける町役場づくり、民主的な町政に尽力されますようお願い

を申し上げます。そして、日々奮闘されている執行部の皆様におかれましては多大なる敬

意を表します。ふなれな私ですのでご迷惑をおかけすると思いますが、何とぞご協力のほ

どよろしくお願い申し上げます。 

 さて、私の初めての一般質問ですが、選挙期間中にも訴えさせていただきました、共産

党中西満寿美前美浜町議会議員も求めていました子育て支援の課題である１８歳高校卒業

までの医療費の無料化、給食費の引き下げ、入学準備金の入学前の支給について質問をさ

せていただきます。 

 初めに、１８歳高校卒業までの医療費の無料化についてです。 

 子ども医療費助成策では、森下前町長のもとで、２０１１年に小学校卒業まで、そして

２０１３年に１５歳中学校卒業までと拡大充実されました。医療の心配がなく子育てに取

り組める重要な取り組みです。高校進学は全入に近くなり、大学等次の教育機関に進む状

況も広がり、家庭での教育費の負担が大きくなっています。そのような中、日高郡御坊管

内では医療費の無料化が１８歳高校卒業までと拡大されつつあり、支援が進んでいます。 

 昨年１０月に、美浜町内の方々に町政にかかわるアンケートをさせていただいたところ、

２５０通を超える回答をいただきました。全軒数に対して見れば、約８％の抽出資料とな

ります。その中で、美浜町のよいところ、複数回答ですが、最も多いのが「自然の豊か

さ」であると７５％の方、２番目に「買い物が便利」が３５％の方、一方、「子育てがし

やすい」には１２％の方が回答を寄せられています。そして、子育てで望むことについて

では、最も多かったのは「医療費の無料化」３１％の方、２番目には「安全な通学路の確

保」３０％の方、３番目に「自然豊かな遊び場」２４．５％の方と続いています。子育て

支援を強く希望し、中でも医療費無料化拡大への期待が高いと考えられます。 

 ご家庭を訪問させていただく中で、直接、「何とかしてほしい」「なぜ導入できないの

かな」「津波被害を避けにくいことから他町に住む人がいる。せめて子育て支援について

は充実させてほしいな」などとの声をたくさんいただきました。それだけ実現を求める強

い希望が町民の皆さんにあるということと捉えられます。 

 ある高校での同じクラブの生徒さんで、同じ病院で異なる診療で出会ったときに、一方

は無料で他方は支払うということがあり、戸惑いを覚えた方からのお話もお聞きしました。

医療の心配なく、子どもたちが思い切って学校生活を送れる。伸び伸びと活動できること

を励まし、支えられる有効な政策ではないでしょうか。 

 町長は選挙期間中から、また所信を語る中で、子育て、高齢者の暮らしを応援する「優

しい」町づくり、「子育てするなら美浜町で」と力強く表明されました。そして、この

１８歳医療費無料化については検討すると訴えておられます。ぜひ実現をさせていただき

たい。その上において、以下３点の質問をいたします。 
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 １８歳高校卒業までの医療費の無料化拡大の意義、効果はどのようなものと捉えられて

いるのでしょうか。 

 町民の皆さんからの声、期待をどう捉えられているのでしょうか。 

 検討というのは実現するためという意味なのでしょうか。 

 ３点でお伺いしたいと思います。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） 森本議員の１８歳高校卒業までの医療費の無料化についての３

つについてお答えいたします。 

 まず１つ目、１８歳高校卒業までの医療費無料化拡大の意義、効果はどのようなものと

捉えているのでしょうかについてお答えいたします。 

 子ども医療費の高校生までの無料化につきましては、当町におきましては、平成２３年

８月から受給対象者を小学校卒業まで、平成２５年４月からは中学校卒業まで拡大し、医

療費の自己負担分を助成しているところでございます。平成３０年１０月１日現在、県内

の状況は、就学前まで１町、小学校卒業まではなく、中学校卒業まで１７市町、１８歳ま

でが１２市町村の状況でございます。近隣の市町では、高校生までの無料化が進んでいる

ところでございます。 

 １８歳高校卒業までの医療費無料化拡大の意義、効果はどのようなものと捉えているの

でしょうかとのご質問でございますが、私といたしましては、１８歳までの方が病気やけ

がが重篤にならず、早期に発見し治療ができるということ、また、保護者の経済的な負担

が軽減できるのではないかと考えてございます。 

 ２つ目、町民の皆さんからの声、期待をどう捉えているのかについてお答えいたします。 

 私自身、選挙戦を通じて、町内全域を歩き、多くの住民の皆様と接する中で、医療費無

料化の対象者拡大に多くの声をいただきましたので、その声をしっかりと受けとめ、前向

きに検討していきたいと考えてございます。 

 ３つ目、検討というのは実現するためという意味なのかについてお答えいたします。 

 今、ここで実施するとは断言できませんが、財政事情も厳しい状況が続いてございます。

スクラップ・アンド・ビルドの考え方に基づき、前向きに検討していきたいと考えてござ

います。また、検討した結果につきましては、議員の皆様にご説明したいと考えてござい

ます。 

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） 今、意義、効果について、早期発見の治療が可能といったような

なことで紹介していただきましたが、私は、ほかにも、金銭的に不安なく子どもをしっか

りと学校教育に送り出すことができると同時に、子どもたち自身がその家庭の実情にかか

わらず、思い切って生活、生き生きと過ごせる、そういった生きる意欲の向上にもつなが

るだろうと思っています。 

 そして、こんな例もあります。愛知県の広報、犬山市のを見渡したところ、こんな効果
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もあるというお知らせがありました。ちょっと読ませていただきます。 

 地域経済にも効果。お母さん方が安心して子育てしやすくなり、これが定住や出産の促

進につながるほか、病気の早期対応で重症になるのを防ぎ、健康増進や安心の確保につな

がることができます。また、若い世代の定住促進により地域経済の活性化、さらには高齢

者対策も含めた自治体運営の安定化にも役立ちますと、そのような形で広報にも紹介され

ているところがありました。 

 それから、お伺いしたいところがあります。多くの声をいただいたということでありま

すけれども、具体的に、例えばどのような声があったのか、もしわかれば聞かせていただ

きたいなと思います。 

 ２つ目ですけれども、実現に向けての困難と思われるようなところ、問題点、どのよう

なところなのか。そして、先ほど実現に向けてスクラップ・アンド・ビルドの考え方とい

うふうにおっしゃられました。昨日の北村議員の中でもおっしゃられていますが、そのス

クラップ・アンド・ビルドの捉え方、どのようなものかお聞きしたいところです。よかっ

たものをなくす、終えるという意味であるのか、効果の低いところのものをよりすぐれた

ものにという意味で捉えられているものなのかお伺いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） 森本議員にお答えいたします。 

 多くの声をいただいたということでありましたが、どんな声であったのかというご質問

でございますが、やはり日高郡内で、ないのが由良と美浜町ということで、「どうして日

高郡内一緒にならないの」とそういうお声が多かったように思います。自治体の考え方も

ありますので、まずは日高郡内何もかも一緒という考えではないんですが、やはり住民の

皆様にしては、いやそれはちょっと違うんじゃないのというような意見でございました。 

 それから、実現に向けての困難、問題点はどのようなことなのかということですが、や

はり美浜町、大変財政厳しくなっております。今年度予算編成時にも実質収支比率９６％

でしたかね、そういう予算の編成でということでしたので、やはりそこら辺の財政事情を

鑑みますと、すぐにやるよというなかなか答えは出てこないと考えてございます。 

 まず、スクラップ・アンド・ビルドにつきましては、既存の事業を縮小、廃止など関係

課長と協議して、新年度に入りましたら進めていきたいなという考えでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） お声の中で由良町、美浜町だけであるということも触れられてあ

りましたが、私もお聞きする中ではそのような声を直接大きく聞きました。 

 確かに他と比べてどうやというのも一つの見方でありますけれども、それを同時にあわ

さったときには、先ほどの紹介した、以前に谷重幸議員も触れられたことがあったと思い

ますけれども、そのような格差を感じられるような場面に出くわしたとき、やっぱりその
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ことについて、自分たちの町の行政について信頼感をなくしてしまうようなことにもなっ

てしまいます。できるだけそういうふうな感じにならないような、そして、安心して日々

が送られるような方向として積極的に捉えていただいて進めていただくことが大切ではな

いかなというふうに思います。 

 スクラップ・アンド・ビルドのところにつきましては、やはり現在までのいいものの政

策を消すのではなくて、不要なもの、急がなくてもいいもの、そしてより効果の高いもの

に変換するというふうな捉え方でいかがでしょうかと思います。 

 定住促進、先ほどの質問の中で触れましたけれども、この美浜町でしっかりと住んでい

くところの雇用促進に、定住促進にやはり犬山市の広報に見られるような効果としては我

が町にも捉えられるんではないかと思います。ぜひともそういった点をさらにとっていた

だいて、実現の方向に努力していただきたいと思うのですが、先ほど、結果については町

民にもお知らせしたいということであります。そのことは、できないということの場面も

想定されるということで捉えるんですけれども、その辺はいかがかなということと、改め

て重ねてお聞きしますが、検討をするということにつきましては、実現をもとに進めてい

くということで捉えることになるのかを再質問させていただきます。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） 森本議員にお答えいたします。 

 結果について、できない理由もお知らせするのかというご質問だったと思いますが、で

きない場合は、そういうことも必要であると考えております。 

 それから、実現をもとに捉えることになるのかということでございますが、とりあえず

は前向きに検討したい。私もまだ２週間しかたっておりませんので、まず関係課長とも協

議して、前向きに検討したいということでお答えいたします。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） 結果については、しっかり一応知らせるということの捉えでいき

たいと思います。ぜひとも実現をするためにご検討を進めていただきたいということで、

次の質問に移ります。 

 学校給食費の値下げについてお伺いいたします。 

 日本国憲法第２６条では「すべての国民は、法律の定めるところにより、その保護する

子女に普通教育を受けさせる義務を負う。義務教育は、これを無償とする。」とあります。

貧困等、就学が困難な状況にある子どもにも等しく教育が受けられるよう要請されるもの

です。 

 現在、全国的に学校給食の無償化が進んできています。無償化が導入された自治体では、

無償化を始めた理由として、本来の意義はもちろんとして、子どもの発達保障にかかわる

食と食育の保障、また少子化対策、地域創生の支援などとも捉えられています。文部科学

省の平成２９年度の学校給食の無償化等の実施状況の調査結果からでは、１，７４０自治
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体中８２自治体が無償化され、第３子以降無償実施は９１自治体、また第２子以降無償実

施は７自治体となっています。和歌山県では、３自治体が無償に踏み込んでいます。 

 また、無償化によって、児童・生徒においては、食事の意義やよい食事の摂取や残食を

減らす意識の向上や、未納・滞納であることへの心理的負担の解消になったり、保護者に

おいては、経済的負担の軽減や安心して子を送り出せること、また食育について話し合う

機会の増加、そして教員においては、食育指導に関して意識が高まることなどが報告され

ています。私たち美浜町にとっては、子育て支援、少子化対策としても有効な取り組みで

あると考えられます。 

 そこで質問ですが、美浜町において無償化についてはどのような意義がありますか。 

 ２つ目、美浜町における第２子及び第３子、また第３子を超えるご家庭数は、近年３年

間はどれほどになっていますか。 

 よろしくお願いします。 

○議長（谷重幸君） 教育長。 

○教育長（古屋修君） 森本議員の学校給食の値下げについてのご質問にお答えをいたし

ます。 

 まず１点目、無償化についてはどんな意義があるかということについてですが、平成

２７年４月から食材費の高騰等の要因により、やむなく値上げをさせていただいたところ

でございます。その後、現在に至るまで値上げもなく、学校給食法に基づき、食材費を保

護者負担で賄っている状況でございます。また、それ以外の費用といたしましては、紀州

学校給食センターへの委託費や栄養士の人件費などが町負担となり、予算の範囲内で給食

を提供している状況でございます。 

 さて、無償化についての意義につきましては、保護者負担の軽減だと考えますが、給食

費への無償化、第３子以降の無償化は、どちらも今のところは考えてございません。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） ２つ目の、美浜町における第２子、第３子、また第３子を超え

るご家庭数の近年３年間の数はについてお答えいたします。 

 議員ご質問の家庭数につきましては、現在、ゼロ歳から中学生までの子どもを養育され

ておられます被用者及び非被用者を登録しました児童手当受給者台帳から算出してござい

ます。平成２８年度末では、第２子の家庭数は１８７、第３子は７４、第３子を超える家

庭数は９であります。２９年度末での第２子の家庭数は１８１、第３子は７２、第３子を

超える家庭数は１２、また３１年２月末における第２子の家庭数は１６８、第３子は６２、

第３子を超える家庭数は１４でございます。 

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） 今、意義についてお答えいただきました。保護者負担の軽減とい

うことであります。先ほどの１８歳医療費無料化のときにも話をいたしましたが、それ以

外の意義もあるかと思います。そのことについてもう少し深めていきたいと思います。 
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 また、今、第２子、第３子、また第３子を超えるご家庭数の数についてお答えいただき

ました。その中で、第３子を超える家庭も私にとっては多いなという印象を受けました。

例えば３０年の１４件、第３子以上の７６件から見ると約２０％、２子以上の捉えの中で

も約１０％近くともなるかと思います。私の印象かもしれませんが。もしご家庭で３人、

４人が育てられる環境の中で同時に小中学校に通っておられるとしたときに、仮に１食

３００円として１７５日利用したとすれば、約５０千円を超すことになります。それが３

人から４人になりますと、年間で１６０千から２００千円という形になるかと思いますが、

それは月々に支払うという形の中で万単位を超えていく形になります。多子を抱え育てら

れているご家庭については、非常に大きく感じられるところではないでしょうか。少子化

対策、そしてこの美浜でしっかりと町をさらに反映させるという形の大きな意義もやっぱ

りついてくるのではないだろうかと私は思います。 

 町長にお伺いしたいのは、先ほどお答えいただいたのは教育長さんでしたけれども、町

長の立場として、どのような意義をお持ちになられるのかお聞かせ願いたいと思います。

また、子育てへの励ましとなるかどうか、その点についてもお聞かせ願いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） 森本議員の町長の立場としてどう捉えているのかというご質問

でございますが、私といたしましても、教育ではございますが、やはり食事という観点か

らしましたら保護者の責任でもあると感じてございます。それと、３子以降という多子と

いうことでございますが、住民の方からも、町長、３子とか４子とかいうけれども、１子

目から手厚くそういうことをしていただかなかったら、次２子目、３子目と、子どもは授

かるものですが、なかなか育てられないんじゃないかなというようなお声も聞いています

ので、特に給食費の無償化ということは考えてございません。 

 子育てへの励ましになるかということでございますが、給食費を無償化にしたからと

いって励ましになるとは、私自身考えてございません。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） お答えいただきました。１人目が大切ということであります。 

 でも一方で、皆さんからお伺いすると、実質やはり多子にわたって同時期にそれを支払

いしていく。教育費自身で、さまざま全体で考えますと多くの支出を抱えられています。

給食費の部分が減額され、そのことによってほかのところを不足している部分に充実して

いけるということもあります。そういう観点からすると、子育ての励ましに大きな効果が

あると思います。ぜひとも多子を抱えた家庭の無料化の減額に踏み込んでいただくように

お願い申し上げて、この課題についての質問を終わります。 

 続いての質問です。 

 就学援助の入学準備金の入学前支給についてです。 
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 就学援助の入学準備金の入学前支給の実施を求めます。安心して子どもを学校に送り出

せ、子どもが不安なく登校できるためには大切な取り組みです。美浜町では、長年にわた

る執行部の努力により、支給時期は早まってまいりました。平成３０年度第４回定例会で

の中西議員の入学前支給を求める質問において、４月入学後できるだけ早い時期に支給を

するとの回答がありました。さらに支給時期を早めていただき、入学前での支給を求めま

す。 

 就学援助制度は、義務教育の無償、教育の機会均等を示した憲法第２６条や教育基本法

に基づいてつくられた制度です。学校教育法の規定によって、市町村において適切に実施

されなければならないことになっています。また、平成２６年に施行された子どもの貧困

対策の推進に関する法律により文部科学省は、各市町村での就学援助の活用充実を図って

います。 

 それをもとに行われた平成３０年度就学援助実施状況等調査において、小学校における

新入学児童生徒学用品等の入学前支給の実施状況に見ると、「平成２９年度に実施」また

は「平成３０年度から実施を予定または検討」と回答した市町村の割合は、１，７６６市

町村中の１，２８５市町村と約７３％となっています。さらに、「平成３１年度から実施

を予定または検討」または「実施を検討中（時期未定）」との回答をした市町村の割合を

加えると８５％を超えることになります。同様に、中学校においては８６％に達していま

す。入学前支給に積極的に取り組もうと各自治体は進んでいると理解できるのではないで

しょうか。また、文部科学省は、平成２９年度より入学前に支給された新入学児童生徒学

用品費等について国庫補助対象とできるように要綱を改正しました。 

 平成３０年第４回定例会での中西議員の報告にありましたが、和歌山県内では、２０１９

年度新入生から実施予定の自治体と、中学生のみと小中両方での実施を含めると３０市町

村中２１市町村になっています。御坊日高管内では、４市町で実施または実施予定です。 

 安心して子どもが学校教育に入れるよう入学前支給に踏み切っていただきたいと思いま

すが、いかがでしょうか。また、支給対象となる人数の近年３カ年の推移はどうなってい

ますか。ご回答のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（谷重幸君） 教育長。 

○教育長（古屋修君） 入学準備金の入学前支給についてのご質問にお答えをいたしたい

と思います。 

 まず１点目、入学準備金の対象者の過去３年間の人数についてですが、平成２８年度か

ら申し上げますと、平成２８年度で小学生５名、中学生６名、平成２９年度で小学生３名、

中学生８名、平成３０年度で小学生８名、中学生８名、そして来年度、平成３１年度では、

小学生はまだわかりませんが、中学生が７名となってございます。 

 ２点目、入学前支給を踏み切ってもらえないかというご質問です。入学準備金の入学前

支給につきましては、以前から、中西満寿美議員より何度となく要望や質問を受けていま

すし、お二人の議員の言われていることは十分に理解することができます。しかしながら、
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担当課といたしましては危惧する点があり、なかなか踏み切れない状況にあるのが現実で

ございます。そして、議員ご指摘のとおり、全国的にもまた県下的にも、入学準備金の入

学前支給を実施している市町村が増加していることも承知してございます。そうした状況

を鑑みながら検討を重ねてまいりましたが、来年度、つまりは１年後から、まずは中学校

に入学する対象生徒に対して入学前支給が実施できるように取り組んでまいりたいと考え

てございます。 

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） お答えありがとうございました。 

 今お答えいただいた中で、中学校に入学する対象生徒に来年度実施するということでお

聞きしました。改めてお聞きしますが、２０２０年４月に中学校に入学される予定の生徒

でということの理解でよろしいでしょうかということと、そして、もう一つは、危惧する

ところがあると言われましたが、どのような内容になりますか。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 教育長。 

○教育長（古屋修君） まず、実施するために取り組んでいく、先ですが、１年後という

ふうにお考えいただけたらと思います。１年後です。今回ではなしに１年後です。 

 それから、危惧する点につきましては、以前から中西議員にもいろいろとお話をさせて

いただきました。何かと申しますと、一番の危惧する部分は、支給をしました、その後、

突如転校しました。つまり住居が変わりました。他の市町村へ行ってしまいました。支給

したお金が返ってくるかどうかという部分です。人間というのは、一度ポケットへお金が

入りますとなかなか戻すのが難しいのが現実だと思います。私自身もそうです。そういっ

た意味で、もちろん返ってくるための手だては十分にしていきたいと思いますが、返って

くる保証はないというふうに思います。その点が大変危惧する部分です。そういった点で

ご理解をいただけたらと思います。その点がなければ、素直にいけるものだというふうに

思います。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） ありがとうございます。 

 危惧するところでお聞きしたところでしたが、その辺のところも、既に実施されている

自治体のほうでの悩みとしてはあったかもわかりませんが、その辺について、既に実施さ

れている自治体はどのような対応をして乗り越えているのかということをお調べ願いたい

なと思います。 

 その中で、文科省の出されている先ほどの調査書、平成３０年度の就学援助実施状況等

調査によりますと、「受給者に対し支給額の返還を求める」と回答されているのが４割、

そして、「返還は求めず、転居先の市町村に対して支給済みである旨を連絡する」と回答

されているところもあります。また、二重支給とか支給漏れ防止のためにどういう対策を
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とられているかということでいいますと、「市町村の間の連絡・情報共有を密にする」

「保護者に対して翌年度転居する予定等がないことを確認または転居する可能性等がある

場合には申請を控えるよう周知する」といった回答が寄せられているそうです。 

 確かに、質問回答にありましたように、急な転居でそのままになってしまうという場合

も危惧されるところでしょうけれども、それができるだけないような形で進められるとい

うことも対応されるべきところではないかと思います。ぜひともそういったところを、他

の既に行われているところの対策も検討していただいて、そして、小学校入学前の入学準

備金の入学前支給についてもぜひとも取り組んでいただければと思います。その点につい

てお聞きいたします。 

○議長（谷重幸君） 教育長。 

○教育長（古屋修君） ただいまのご質問にお答えをいたします。 

 まず、近隣の町へ転居された場合は比較的やりやすいと思うんです。すぐ連絡がとれま

すし。ただ、転居する先によっては、大変遠方であった場合にはなかなか連絡がとりにく

いという部分もあろうかと思います。そういった意味では、非常に困難な部分があります。

それとともに、もう一つは、仮に向こうの転居先のまちで申請をしてもらうとすれば、４

月の早い時点でしなければなりません。ということは、すごく短い期間でこの対応をしな

ければいけないというふうな状況が生まれてきます。だから、３月の終わりから４月の中

ごろまでにはけりをつけていかなければ、準備金ですから、もっと向こうへ行ったら余り

意味がなくなってくるという意味もありますので、そういう時期的なタイトな問題が一方

にはあろうかと思います。 

 それと、他町村の状況につきましては聞いたこともあるわけなんですが、これはもう他

町村の問題ですので、ここで申し上げるわけにはいきませんので私はあえて申し上げませ

んが、できるだけスムーズにいくような形になるように、まず事前からきちんと手だてを

保護者との間で踏んで、こういう約束でお願いしますよというあたりをきちんとしていき

たい、そのように思っております。 

 仮に返納せずに行った場合は、当然、向こうの自治体に対してもう支払っていますよと

いう形をとらねばならんとは思うんですが、そうすると、美浜町にとってはマイナスにな

りますので、これも困ったことだなというふうなことを思っております。そういった意味

で、なかなか踏み切れなかったというのはそこにあるわけなので、ご理解を願いたいと思

います。 

 ただ、先ほど終わりのほうでおっしゃられました小学生に対しては、これは、学校へ

入ってこなかったらなかなか実態というのがつかみにくい状況もございます。それも、入

学前につかむためにはどうすればいいのかというあたりのこともまた研究もしていきたい

な、このように思っております。すぐにはなかなかできないと思います。ご理解ください。 

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） さまざまな危惧を紹介していただきました。でも、それに対して
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も努力していける方向のものがあるというふうな最後の返答でもあったかと私は理解する

のですけれども、そういった形で、まずは、初めに中学校に対しての入学前支給というこ

とが進んでいけるということで理解させていただいて、まことにありがとうございます。

ぜひとも、引き続いて小学校入学前の入学準備金の支給というところにもご努力いただき

たいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（谷重幸君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

午前十一時二十八分散会 

 再開は、２２日金曜日午前９時です。 

 お疲れさまでした。 

 


